
創立者
廣池千九郎
生誕150年を迎えて

　平成28年（2016）は、廣池千九郎（1866－1938）の生誕150年にあたります。

　廣池は明治維新の 2 年前にあたる慶應 2 年に現在の大分県中津市に生まれ、昭和13年に亡くなるまで、日

本の近代化という激動の時代において、学者・教育者・救済者としての道を歩みながら、個人として、また

国家として取るべき道を求め続けてきました。そして長年にわたる努力の結果、道徳こそが人類の安心・平和・

幸福の基盤であるとの認識に立ち、道徳実行の効果

を科学的に研究する新たなる学問としてのモラロ

ジーを創建しました。

　廣池千九郎の遺志を受け継ぐ公益財団法人モラロ

ジー研究所と学校法人廣池学園（麗澤大学、麗澤中

学・高等学校、麗澤瑞浪中学・高等学校、麗澤幼稚園）

は、創立者廣池千九郎の生誕150 年にあたり、

廣池の業績と思想を再確認するとともに、現代社会

が抱える諸問題に対する道徳的解決に取り組みます。

　モラロジー研究所と廣池学園では、平成28年3月の「生誕記念の集い」から
翌年の「生誕記念の集い」までの1 年間を、「廣池千九郎生誕150 年記念年」として
さまざまな事業を行ってまいります。本パネルも、廣池の業績と思想を広く伝えて
いくために作成したものです。



歴 教師として 歴史家として

明治19年、廣池は昼間家の手
伝いで学校に通えない農家の
子供たちのために夜間学校を
つくった。

教師は待遇が悪く離職者が多かっ
たため、廣池は互助会の設立を全国
にさきがけて提案した。

小川含章
（1812～1894）

道徳教育の教
材集。本書の目
的は、児童が学
問と実業をと
もに愛する心
を育むことに
あった。

夜間学校をつくった旧樋田村
教員互助会の趣意書（明治22年）

『新編小学修身用書』（明治21年）

中津での活躍

初等師範科の卒業証書（明治18年）

『中津歴史』明治24年（1891）

アーカイブズの提言

郷土の歴史をしるす ～『中津歴史』の執筆～

廣池は当時この地方の史料が 散
逸していたため収集に苦労した経
験から、本書においてわが国で初
めてアーカイブズ（文書館）の設置
を提言しています。

本書の目的は、中津の人々にその土地固有の歴史や
文化を知ってもらうことにありました。
この時代は、まだ近代的な史学が誕生してまもなく
の頃で、帝国大学文科大学（現在の東京大学文学部）
においても、明治 20 年に史学科ができたばかりでし
た。まして地方史などはまったく未開拓の状況で、廣
池の『中津歴史』は地方史研究のさきがけとされてい
ます。

歴史家として立つ

廣池千九郎の生家（大分県中津市）

廣池千九郎は慶応 2 年（1866）現在の大分県中津市に

生まれました。14歳から 26歳まで小学校教育にたずさ

わり、深い愛情をもって児童を育成するとともに、さま

ざまな学校改革を行いました。

その後、歴史家を志し京都に出て、歴史雑誌を発行する

かたわら、皇室の研究や寺院の史料整理などにも尽力し

ました。

ひろいけ ち く ろう

17歳のとき、廣池は漢学者小川含
章の私塾である麗澤館に入る。
小川は国の歴史や伝統文化を学び、
日本人としての自覚を持つことの
大切さを塾生に説いた。このような
小川の教えは、教師や歴史家として
の廣池に大きな影響を与えた。

廣池は26歳の時に京都に出
て、月刊誌『史学普及雑誌』を
刊行。一般の人々にも歴史を
学んでもらうことを目的とし
た。全27号。

生活の糧であった雑誌が
思うように売れず、風呂
にも入れない日々をすご
した。
そのような中でも廣池は
親孝行を忘れず、毎月少
しずつお金を工面し、郷
里の両親に送った。

明治26年、皇室の歴史
を研究した『皇室野史』
を発行。
また平安遷都1100年
を記念して京都市が企
画した『平安通志』の編
纂にたずさわるなど、
歴史家としての研さん
を積んでいった。

麗澤館のあった
来迎寺

『史学普及雑誌』（明治25～28年）

京都での家族写真
（明治26年4月）

『皇室野史』（明治26年）『平安通志』（明治28年）



学 多彩な学問的業績

古代から幕末までの社会全般の事項
を30部門に分類し、文献から引用し
た例文を載せている。和装本355冊、
洋装本51冊。明治29～大正3年刊。

前列左から2人目が編修
長 佐藤誠実（さとう じょ
うじつ）。後列右から2人
目が廣池。

日本で最初の法学
博士。法制史の研
究を指導してくれ
た廣池の恩師。

穂積陳重
（1855～1926）

学位記（大正元年12月）
『東洋法制史本論』（大正4年）

『婦人世界』（大正2年2月号）

高等女学校の
ための国語教
科書。
廣池はこのこ
ろから女子教
育を重視して
いた。

こ じ るいえん

漢文法の研究書。本書はたいへん
好評で国内のみならず、中国全土
でも広く読まれた。

廣池の専門学
である法制史
研究の成果と
して初めて公
表した著作。

伊勢神宮を初めて学術的に
研究した書物として知られ
ている。

『支那文典』（明治38年）
漢文法の研究書。本書はたいへん好評で国内のみならず、中国全土でも広く読まれた。

ほ づみのぶしげ

編纂助修の委嘱辞令（明治28年） 『古事類苑』（和装本）

編纂終了の記念写真
（明治40年11月）

『高等女学読本』（明治33年） 『東洋法制史序論』（明治38年）

『伊勢神宮』（明治41年）『支那文典』（明治38年）

廣池（29歳）は国学者の井上頼　
（いのうえ よりくに）に見いださ
れ、『古事類苑』の編纂助修として
上京した。

『古事類苑』の編纂

法学博士になる

学位取得記念写真
（大正2年）

妻への感謝
法学博士を取得した廣池は雑誌『婦人世界』に、以下
のような妻･春子への感謝の言葉を載せています。
「妻は私のところへ嫁入ってまいってから今日まで、
一家の主婦として責任を重んじて、よく勤めてくれ
ました。 私が今度法学博士の学位を得たのは、まっ
たく妻の内助があったからだと思っています」

廣池（46歳）は古代中国の親族法の研究
を論文にまとめて、東京帝国大学に提出
した。そして、まれに見る全会一致で審査
を通過し、念願の法学博士号を取得した。
中等教育程度の学歴しかない人間が苦
学の末、博士になったとして、新聞や雑
誌などにも取り上げられている。

多彩な研究活動

『古事類苑』（洋装本）

明治 28 年、廣池はわが国最大の百科史料事典である

『 古事類苑』の編纂員として上京し、全体の4分の1を

担当するなど多大な貢献をしました。

また明治35年に早稲田大学の講師となり、東洋法制史

という新しい学問分野を開拓します。さらに大正元年に

法学博士の学位を取得して、学者としての確固たる地位

を築きました。



樹 新科学モラロジーの樹立

廣池　59歳（大正14年）

壁に論文の各章が貼られ、そ
の下に関連する図書や資料
が分類して置かれている。

これらの文献（約32,500冊）は現在、
廣池千九郎記念館（千葉県柏市）に所蔵
されている。

中野金次郎
（1862～1933）

新渡戸稲造
（1862～1933）

廣池は人々の幸福、世界平和の実現のためには、質の高い道徳を現代に再
興する必要性を感じ、道徳の科学的研究に取り組みます。
これまでの研究を集大成し、さらに自らが道徳を日々実践してその結果を
研究に活かし、全身全霊で執筆に打ち込みました。
そして大正 15年 8 月、ついに『道徳科学の論文』の原稿が完成しました。
廣池はのちに道徳科学をモラロジーと名づけ、全国各地を巡回して普及活
動を行いました。

『道徳科学の論文』の執筆 社会教育活動の展開

大正12年、 畑毛温泉（静岡県）の旅館の離れで執筆を開始。病と向き合い
ながら執筆を続けた。

大正15年8月17日、謄写版印刷が完成。
昭和3年12月25日には初版を公刊した。

昭和10年12月に廣池がレコードに
吹き込んだ内容を活字化したもの。

昭和3年11月3日、『論文』
の完成を記念して、廣池は
伊勢神宮を参拝した。

モラロジー経済学
廣池は道徳と経済は本来一体のものであるという、
道経一体論を提唱しました。現在におけるさまざまな
経済的問題の根本的な原因は、近代経済学が経済活
動の原理を人間の利己心に置いたため、人々の自己
利益の追求を助長していることにあると指摘してい
ます。

昭和6年9月、大阪毎日新聞社での講演
会はモラロジーにおける社会教育活動
の端緒となった。講演会では同社顧問
の新渡戸稲造が廣池を紹介し、西洋の
思想界が待ちこがれている“東方の光”
であると評している。
また廣池は全国各地で講演会や講習会
を開催し、モラロジーの普及に努めた。

経営者への指導
廣池は道徳的経営が企業の永続的発展に
は不可欠と考え、多くの経営者を指導し
ている。
その一人、現在の日本通運の前身である
国際通運の社長を務めた中野金次郎は、
大正4年から廣池の指導を受けている。
中野は経営や社員教育に廣池の助言を取
り入れて堅実に会社を発展させ、当時乱
立していた国内の運送会社の大合併を成し遂げた。

「三方よし」の理念
近江商人の経営理念として知られる「三方よし」
という言葉。実は廣池のオリジナルの言葉で、
昭和初期に使用したのが初出だということが
最近の研究で分かりました。廣池は「三方をよく
するのが道徳」などと述べて、自己利益の追求
のみの精神を戒めています。

伊勢神宮を参拝する一行

『道徳科学の論文』初版

大阪第2回講習会（昭和7年11月） 名古屋第1回講習会（昭和8年11月）

『道徳科学経済学原論』



開 道徳科学専攻塾の開設

開塾当時の正門

斎藤　實
（1856～1936）
第30代内閣総理大臣

若槻礼次郎
（1866～1949）
第25、28代内閣総理大臣

昭和10年4月、廣池（69歳）は現在の千葉県柏市に道徳

科学専攻塾を開設し、念願であったモラロジーにもとづく

学校教育をスタートさせます。

専攻塾は、知識と品性を兼ねそなえた人物をつくる知徳

一体の教育を理念とし、本科（中等教育修了者対象）と

別科（社会人対象）からなり、当時としては珍しい男女共

学・全寮制でした。

道徳科学専攻塾の開設

首相経験者の来塾

開塾式の様子（昭和10年4月2日） 寮で自習する別科生

大食堂

専攻塾では寮も重要な研修の場と位置
付けられていた。

麗澤大学キャンパス モラロジー研究所総合本館
塾生の挨拶に耳を傾ける斎藤實
（昭和10年11月10日）

来園者の憩いのために植えられた桜並木
当時としては珍しい開架式の
図書館で、塾生は自由に本を
読むことができた。

専攻塾では外国語教育に力を
入れていた。本科生は一日3、４
コマの英語の授業を受けた。

教育方針の特色

現在への継承

１、 精神的基礎学＝モラロジー教育

２、 方法的基礎学＝外国語教育

３、 （講義等による）指導法と（図書館での）自修法

専攻塾には斎藤實と若槻礼次郎の2人の首相経験者が来塾してい
る。日本が戦争へ向かう中、廣池は海軍軍人ながら穏健派で天皇の
信頼も厚い斎藤や協調外交・不拡大方針を掲げ平和主義を貫こうと
した若槻に大きな期待をかけていた。斎藤と若槻も専攻塾を訪問し
た際に、廣池の教育理念を高く評価している。

現在、道徳科学専攻塾の本科は学校法人廣池学園が運営する麗
澤大学、麗澤中学・高等学校、麗澤瑞浪中学・高等学校、麗澤
幼稚園へ、別科は公益財団法人モラロジー研究所が主催する生
涯学習講座へと発展し、廣池の残した理念を継承しています。

塾生と職員、家族が共に食事をした。

寮で歓談する本科生たち

図書館 講義風景

（左）貴賓館増築を視察する廣池

（右）現在の貴賓館内部

国の指導者の来塾に備えて建築された。ここで
斎藤 實（さいとう まこと）や若槻礼次郎（わかつ
き れいじろう）などの首相経験者や
皇族の賀陽宮恒憲王（かやのみや つねのりおう）
を接待した。


